
災害情報研究会 H26年度 第４回会合議事録 

 

1.日時：2014年 7月 18日（金） 15:00～17:00 

2.場所：BCAO 日本橋事務所 

3.進行：市川座長（レスキューナウ） 

4.記録：高木（富士通エフサス） 

5.出席者（８名：敬称略・順不同） 

市川（レスキューナウ）、橋元（清水建設）、南部（清水建設）、野田（アジア航測）、 

上倉（セノン）、大島（ＦＪＭ），武多（ヤマハ）：初参加，高木（富士通エフサス） 

 

6.実施内容 

(1) アクションカードのレビュー 

・アクションカードのレビューとしては初回のため、フォーマットからレビューを実施。 

・作成手順としては、高橋様作成のＰＰＴを整理しアクションカードを作成する。 

・高橋様作成のＰＰＴのスライドマスターを BCAO研究会の成果発表会用ＰＰＴのスライド

マスター（グリーン基調）に差し替える。 

（スライドマスター入替作業は高橋様にお願いする。） 

・見直しの基本的考え方は、フローチャートを基本とし、高橋様作成のＰＰＴでの自社特有

な用語は汎用的な用語に置き換える。 

 

◇フォーマット変更 

・全てのアクションに判断者が必要なわけではないため「判断者」の欄を削除、空いたスペ

ース全体を「項目」とし、見やすくする。 

・アクションフロー図の「項目」の説明部分を「項目」の直下におき実施すべき内容が把握

しやすくする。 

・主担当と担当を分ける必要性はあまりないことから「主担当」の欄は削除する。 

・判断基準は「インプット内容及び留意事項」に記載すればすむことから削除する。 

・アクションカードは指示者から実施者に手渡しされるものであり、特に「担当」欄はなく

とも支障はないことから削除する。 

・「インプット内容及び留意事項」にはアクションの解説が書かれる部分であり、幅広い事項

が書けるように「備考」等の方がいいのではないか。 文言「備考」は今後検討。 

・上部の大項目部分と下部のアクション部分を明確に分離する。（間隔をとる） 

  ・現在、時間の観念がこのカードにはないが、必要な項目であるため手順の次の欄として「時

間」を追加する。 使用例：発災から１時間以内 など 

・最下段にある説明部分には不要な記述も含まれており、簡素化する。 

 

◇アクションフロー図のアクション実施者抽出 

・アクションカードで使用する用語を確定するために、アクションフロー図の真ん中にある

実施者（赤色楕円部分）の用語をアクション A１～A47まで抽出し（excel）、用語の統一

を検討。 

 

◇アクションカード A－1 レビュー 

上記内容を反映しアクションカードをレビュー実施 

 

 

 

 

 

 



7.次回研究会 

注意事項：8月の研究会は休会ですので注意願います。 

 

日時：平成 26年 9月 19日（金）15:00～17:00  

場所：BCAO日本橋事務所 

議題：アクションカード A－２からレビューを実施 

     

◆検討前のカードフォーマット 

 

◆研究会発表のスライドマスター 

 

以 上 


